




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  206  －－  207  －
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
ゲ
イ
ジ
ャ
ー
編
（
志
内
一
興
訳
）『
古
代
世
界
の
呪
詛
板
と
呪
縛
呪
文
』（
大
谷
）
つ
の
精
神
史
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
古
代
世
界
に
お
い
て
、
呪
詛
は
社
会
階
層
の
上
下
を
問
わ
ず
、
人
々
の
心
を
縛
り
続
け
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
著
者
が
引
用
す
る
紀
元
後
の
ロ
ー
マ
の
博
物
学
者
、
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
述
べ
て
い
る
通
り
、「
呪
詛
板
に
よ
っ
て
呪
縛
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
人
は
い
な
い
」の
で
あ
る（
三
〇
八
頁
）。
そ
し
て
そ
れ
は
、
例
え
ば
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
一
神
教
」
を
信
じ
た
と
さ
れ
る
人
々
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
本
書
が
示
し
た
、
呪
詛
に
頼
り
呪
詛
を
恐
れ
る
古
代
人
の
心
性
を
把
握
し
て
こ
そ
、
政
治
・
宗
教
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
古
代
史
研
究
は
盤
石
な
も
の
と
な
ろ
う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
古
代
人
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
場
面
に
関
係
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
本
書
の
分
類
法
に
は
、
再
考
の
余
地
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
№
五
五
は
人
名
の
み
が
残
る
呪
詛
板
で
発
見
地
も
不
明
で
あ
る
が
、
呪
詛
対
象
者
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
あ
る
だ
け
で
、訴
訟
・
政
争
呪
詛
板
と
分
類
さ
れ
て
い
る
（
一
六
七
―
八
頁
）。
か
の
自
死
を
強
い
ら
れ
た
哲
学
者
と
そ
の
仲
間
に
対
す
る
呪
詛
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
同
定
を
確
証
す
る
た
め
に
は
（
著
者
も
断
定
は
で
き
て
い
な
い
）、
併
記
さ
れ
る
数
人
の
人
名
を
も
よ
り
精
査
し
、
呪
詛
対
象
者
の
「
党
派
」
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
例
示
用
に
選
び
出
さ
れ
た
史
料
が
ギ
リ
シ
ア
語
の
も
の
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
三
五
例
提
示
さ
れ
る
呪
詛
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
語
の
も
の
は
二
〇
例
に
満
た
な
い
。
こ
れ
は
史
料
の
全
体
的
傾
向
に
即
し
て
の
こ
と
な
の
か
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
傾
向
の
理
由
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
「
神
ウ
ォ
ケ
ス
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
カ
エ
秘
的
文
言
」
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
エ
ジ
プ
ト
地
方
伝
統
の
重
要
性
を
思
う
な
ら
ば
、
ア
ラ
ム
語
・
コ
プ
ト
語
の
提
示
が
さ
ら
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
。
し
か
し
、「
古
典
文
献
」
を
中
心
と
し
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
、
理
性
溢
れ
る
古
代
社
会
像
に
修
正
を
迫
っ
た
と
い
う
本
書
原
著
の
役
割
を
思
え
ば
、
そ
れ
は
欲
張
り
な
要
求
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
本
書
の
原
著
が
世
に
出
た
九
〇
年
代
以
降
、古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
け
る
呪
詛
・
呪
文
の
研
究
は
大
い
に
進
展
し
た
。
本
邦
に
お
け
る
研
究
を
列
挙
す
る
だ
け
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
成
果
が
あ
る
。
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
呪
い
を
主
題
と
す
る
真
下
英
信
の
論
文
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
呪
い
管
見
」（『
慶
應
義
塾
女
子
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
こ
れ
に
続
き
、
古
山
正
人
「
西
洋
古
代
に
お
け
るCurse Tablets
―
概
観
と
訴
訟
・
政
争
呪
詛
」
（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
七
―
二
号
、二
〇
〇
六
年
）、「
西
欧
の
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
―
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
を
中
心
に
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
四
六
、二
〇
〇
八
年
）
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
る
（
古
山
氏
は
本
書
翻
訳
の
重
要
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
あ
と
が
き
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
）。
キ
リ
ス
ト
教
学
の
立
場
か
ら
は
、大
貫
隆
が
「
グ
ノ
ー
シ
ス
と
異
言
（
グ
ロ
ッ
ソ
ラ
リ
ア
）」（『
宗
教
研
究
』
八
四
―
二
、二
〇
一
〇
年
）
に
て
、後
期
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
が
受
容
し
た
「
呪
文
」
を
論
じ
て
い
る
。
最
新
の
出
土
呪
詛
板
を
日
本
の
研
究
者
が
調
－  207  －
史
苑
（
第
七
六
巻
第
二
号
）
査
す
る
事
例
も
出
て
い
る
。
前
野
弘
志
は
「
二
〇
一
〇
年
テ
ィ
ー
ル
出
土
呪
詛
板
」（
平
成
二
〇
～
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
泉
拓
良
）『
フ
ェ
ニ
キ
ア
・
カ
ル
タ
ゴ
か
ら
見
た
古
代
の
東
地
中
海
』、
二
〇
一
三
年
）
に
て
最
新
の
出
土
呪
詛
板
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
・
翻
訳
を
試
み
て
い
る
。同
氏
は
そ
の
後
、「『
ギ
リ
シ
ア
語
魔
術
パ
ピ
ル
ス
』を
読
む
」
（『
西
洋
史
学
報
』
四
二
、二
〇
一
五
年
）
に
て
、
パ
ピ
ル
ス
に
記
さ
れ
た
古
代
の
呪
術
師
た
ち
の
手
引
書
（
本
書
で
も
随
所
にP
G
M
の
略
号
で
参
照
さ
れ
て
い
る
）
の
全
体
像
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
訳
者
志
内
自
身
も
、「『
正
義
を
求
め
る
嘆
願(Prayer for justice)
呪
詛
板
』
の
起
源
に
つ
い
て
―
ロ
ー
マ
帝
国
西
部
の
事
例
を
中
心
に
―
」（『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
四
四
、二
〇
一
五
年
）
に
て
、
本
書
第
五
章
で
取
り
扱
わ
れ
る
類
型
の
史
料
群
を
分
析
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
辿
る
際
に
も
、
や
は
り
本
書
の
論
じ
た
基
礎
的
知
識
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
を
学
ぼ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
に
と
っ
て
、
必
読
の
書
な
の
で
あ
る
。
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
本
学
兼
任
講
師
）
